
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 明石市 ― 

令和７年度 

第３回こども・若者会議 

報告書 

日 時：令和７年８月 31 日（日） 

1４：00 ～ 1６：15 

場 所：パピオスあかし６階 こども健康センター 

（明石市大明石町１丁目６－１） 
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 第３回こども・若者会議の概要                         
 
⑴ 開催日時 

   令和７年８月 31 日（日）14：00～16：15 
 
 ⑵ 場所 
   パピオスあかし６階 こども健康センター（明石市大明石町１丁目６－１） 
 

 ⑶ 当日参加者（28 名） 
   小学１年生…１名    小学２年生…２名    小学３年生…２名 
   小学４年生…４名    小学５年生…１名 
   中学１年生…１名    中学２年生…３名    中学３年生…４名 
   高校１年生…１名    高校２年生…４名    大学１年生…１名 
   大学３年生…１名    若者（23 歳～29 歳）…３名 
 
⑷ プログラム 

次第 時間 内容 

１ 開会 14:00 
 

開会のあいさつ 

２ 任命式 14:02 
 

今回初めて参加したこども・若者会議メンバーへ、市長
から「任命書」を渡す。 
 

３ なかよしタイム 
 

14:05 
 

・フルーツバスケット 
・ヘリウムリング（フラフープ使用） 
 

４ ワークショップ 
 

14:25 
 

１.意見の深堀りタイム 
えんたくんを用いて、前回のワークショップ（こんな

“あかし”になったらいいな）で出た意見を、各グルー
プで見返しやチェックを行い、意見の問いの奥にある思
いを見つける作業（付箋ワーク）を行った。 
 

  ～ 休憩 (5 分) ～ 

  15:15 

 

 

 

15:40 

 

 

 

15:45 

 

 

 

 

 

 

16:05 

２.各グループにおけるテーマ設定タイム 

意見の深堀りタイムで出た意見をもとに、グループご

との「こんな“あかし”になったらいいな」を考えた。 

           ⇓ 

３.各グループの発表 

各グループで決まった「こんな“あかし”になったら

いいな」を発表。 

           ⇓ 

４.全体の「こんな“あかし”になったらいいな」を検討 

出揃った４つのグループから出た「こんな“あかし”

になったらいいな」をもとに、各グループでこども・若

者会議全体の「こんな“あかし”になったらいいな」を

考えるとともに、入れたいキーワードなどを発表する時

間を設けた。 

           ⇓ 

５.全体の「こんな“あかし”になったらいいな」の決定 

メンバーの発表から出てきたキーワードを組み合わ

せ、こども・若者会議メンバーが考える「こんな“あか

し”になったらいいな」を決定した。 
 

５ 集合写真撮影 16:10 
 

全体集合写真 
 

６ 閉会 16:15 閉会のあいさつ（市長） 
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⑸ ワークショップの進め方（付箋ワーク） 

 

 第３回こども・若者会議：ワークショップの進め方（付箋ワーク） 
 
 
１. スタート：外周にある意見の分類分けのチェックを行う 

・事務局が事前に、５つのカテゴリー（あそび・行きたい・あんしん・しぜん・みりょ 
く）ごとに分類している意見（第２回こども・若者会議のワークショップで出た意見） 
のチェックを行う。 
➡カテゴリーの分類分けが違っている黄色の付箋については、貼り直し作業を行う。 

また、カテゴリー自体がない場合は、新たなカテゴリーを作り、整理する。 
※貼り直しの必要がない黄色の付箋については、そのままにしておく。 
※新たにカテゴリーを作った場合は、カテゴリー名を大きく書いて、黄色の付箋を囲 

むように表記する。 
 

２. 作業２：意見の深堀りを行う 
・外周の黄色の付箋の一つひとつについて、「どうして、なぜそう思ったのか」を考える。 
・黄色の付箋に書いた理由や気持ちをピンク色の付箋に書き、黄色の付箋の内側に貼る。 
 

３. 作業３：さらに意見の深掘りを行う 
・ピンク色の付箋に書かれた理由や気持ちの奥にある「こうなったらいいな」や「願い」 

などが何かを考えるとともに、具体的な内容やキーワードについて、青色の付箋に書
き、ピンク色の付箋より中央に近い位置に貼る。 

 
４. 作業４：各グループの「こんな“あかし”になったらいいな」について考え、発表する 

・青色の付箋（こうなったらいいな・願い）が中央に集まってきたら、共通点を探す。 
・最終的にグループの「こんな“あかし”になったらいいな」を中央に書き発表者を決 

める。 

 

●進め方の流れ（図解イメージ） 
 

[外周：意見（黄色付箋）] 
     

 ↓ 意見の深堀り（どうしてそう思ったの？） 
 

[中間：気持ち・理由（ピンク付箋）] 
      

↓ さらに 問いかける 
 

[内側：こうなったらいいな・願い（青付箋）] 
      

   ↓ 
 

[中央：グループの「こんな“あかし”になったらいいな」] 
 

 

【イメージ図】  
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⑹ ワークショップ 

   

赤色グループ：７名 

小学 1 年生…１名、小学４年生…１名、中学１年生…１名、中学３年生…１名、 

大学３年生…１名、23 歳…１名、28 歳…１名） 

  

① 第２回こども・若者会議で出た意見の分類分け（黄色付箋） 

 

【あそび・たいけん】 

 ・室内で遊べるところほしい！ 

・こどもの遊び場 

・いろいろな体験や経験ができる      

 

【行きたい・あつまる場所】  

・映画かんを明石に作ってほしい        

・すいぞくかんがほしい  

・スパワールドがほしい 

・ゆうえんちとかがあるあかし  

・ゆうえんちにいきたい    

・中高生が自由に遊べる集える場所    

・花火おまつりがある          

・おまつりにいきたい 

・趣味を見つける場所 

・暑さをしのげる場所がほしい 水分補給したり… 

・ママのためのネットワーク  

 

【あんしん】  

・市の不とう校しえんがじゅうじつしてほしい    

・不とう校児へのりかいを深めてほしい 

市の教員など｛市の教員など不とう校児へのりかいを深めてほしい｝   

・先生方の意識を変えてほしい  

・ふつうの“学校”ではない学びのたようかした学校がほしい      

・第３の居場所をいたるところに！    

・習い事の支援    

・高校進学へのお金のしえん    

・ストレスフリー‼ 

・平等  

・災害対策（地震、津波など） 

 

【しぜん】 

・海の特産物を売る場所や食べられる場所を増やしてほしい 

 

【みりょく】  

・海の魅力がよく伝わる明石    
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② 黄色の付箋を書いた理由やその時の気持ち（ピンク色付箋） 

 

・さかなとふれあいたいから       ・しつないのプールがほしかったから 

・悩みを気軽に打ち明けられる場所    ・孤独になりそう 

が必要                ・趣味でつながるプラットフォーム 

・あとらくしょんにのりたいから     ・おおくぼまで行かないといけない 

・人が多かったりでこんざつしている   ・たのしいまちになってほしい 

・まちのにぎわいが欲しい        ・季節のイベントが欲しい 

・夏を感じたい             ・やたいでたべたいから 

・まいにち はなびがみたい        ・いける場所がすくないから 

・体験格差があるのでは…？       ・自分がくるしんだから 

・明石以外からも明石に来てもらう    ・社会的サービスなどを受けられる機会 

・気軽に子育て相談できるところがあると良いと思う 

・経済的事情にかかわらず習い事ができる機会を 

・こどもをどこに連れていくか考える場面が多そう 

・あまり明石市内以外で明石の海について聞かないから 

・海のものを売ったり、食べられるような場所があまりないから 

・海が近いので、津波への対策を特にして欲しい 

・災害が起きた際の避難や、その間の支援について対策して欲しい 

・勉強する場の選択肢を広げる 社会人も!! 

 
   

③ ピンクの付箋に書かれた思いについてさらに深掘り（青色付箋） 

 

・人がいきたいとおもうことをつくる  ・自然と融合した施設 

・世代を越えたプラットフォーム    ・地域のインフラ 

・“明石の夏”といえばをつくる     ・趣味・年代かかわりなく集まれる場所 

・たような学びができる学校      ・先生方の意識を変えてほしい 

・多様性な交流拠点          ・自分たちで選択できるまちへ 

・海に関した祭            ・花火（絵） 

・経済的事情があったとしても、機会を奪われないように公的なサービスとして提供 

・定期的に、避難所になる予定の場所や避難後の物資などについての情報発信 

・ハレハレがあそぶものがふえてほしい 

・明石市から、他地域に向けての海についての PR 

・祭などの人が集まりやすい行事 

・場所で明石の海のものが売られている所をつくって欲しい 

・現状やってる半夏生たこまつり×花火＆ゆかた 

 

 

 

 

 

 
 
 

「自分たちで選択できるまち 多様な交流拠点＝ 
               プラットフォームがあるまちへ」 

赤色グループで考えた 

「こんな“あかし”になったらいいな」 
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青色グループ：８名 

小学２年生…１名、小学３年生…１名、小学４年生…１名、小学５年生…１名、 

中学３年生…２名、高校１年生…１名、高校２年生…１名 

 

① 第２回こども・若者会議で出た意見の分類分け（黄色付箋に書かれた意見） 
 
【あそび・たいけん】  

・自分の好きなこと趣味を周りの目を気にせずにできる    
・明石歌劇団がある ショーがみれる  
・日本最大級の音楽フェスしたい！       
・明石のこんなイベントとかがあったらいいな  
・スマホで図書館の本読みたい    
・工作の自由にできるところがほしい 
（おえかきもべんきょうもできる） 

・学校がワクワクする 余白がたくさんある 
 

【行きたい・あつまる場所】 
・おしゃれな図書館      
・図書かんカフェ 
・えきでミニパビリオン    
・スタバがふえたらいいな  
・ルミネほしい（えきちか） 
・ホテルとか宿泊施設がほしい！（駅近で） 
・ホテル増やして欲しい      
・推しカフェ                  
・推しのグッズが買えるところがほしい        
・大きいコンサートホールほしい  
・ドーム（←ライブ）ができてほしい        
・こども食堂いっぱいふやしてほしい    
・こども食堂を全体的に増やす    
・こども食堂でみんなで作って後でみんなで食べる    
・かわいいたべものをこども食堂に（かわいい系のこども食堂） 

 
【あんしん】 

・みんなのしんぱいごとがない    
・みんなの意見が大事にされる 不安を減らす 
・自分だけのだれもみれないタブレットをほしい  
・結婚してまもない人たちのサポートとかあったらいいな        
・自分の困っていることを一緒に解決してくれる場所  
・もっと親がいない人のためにこども食堂みたいな場所を作ったらいい  
・防災についての活動がおこなえる場所をつくる    
・学どうを三年生いじょうもつかえるようにしてほしい 
・「こどもだけ休日」なにしてもいい、大人もなにもいわない 
・おかしが 10 円はらったら毎日くばられる 

 
【みりょく】 

・若者の出入り活発    
・土日人が少ない もっと増やしたい 
・6/10 が休日になってほしい 
・“あかしこどもの日”の休日をつくる 
・遊びに来る人がもっと増えて欲しい 
・観光客を増やしたい もっと知名度を上げたい 
・みんなが笑顔になるあかし      
・みんなのやりたいが実現するまち 
・世界中から注目を集める 
・子育て世代が今後も集まる市になる 
・ロマンスを増やす    
・こどもをふやす 
・本の返きゃくのアプリで申せいしたら返却の人がくるようにしたらいい 
・図書館のバス（めぐりん・くるりん）のアプリを作ってとうろくした人の家に 

くるようにしたら… 
・図書館の本の返却、かしだしがやりやすくなってほしい          
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② 黄色の付箋を書いた理由やその時の気持ち（ピンク色付箋に書かれた意見） 

 

・工作のじかんは毎日あるわけじゃないから  ・図書館でリラックスしたいから 

・若者の出入りを増やすこと→明石の活性化  ・いいところ知ってほしい 

・新しく友だちをつくるため                ・婚活友だちアプリ 

・結婚する人を増やすため                  ・くるのはランダムだから 

・足をはこぶのがしんどい人もいるから      ・南海トラフに備えたい 

・お金がないから（結婚式とか）            ・のびのびすごしたい 

・あぶないから                            ・推しでつながる友達がほしい 

・外国人などの観光者を増やす              ・休けいできる場所がほしい 

・おしのイベント行ったことがないから      ・おしのコンサートいきたいから 

・カフェにいったことがない人もいるから    ・自分の好きを自由に表現 

・おしのグッズかったことがないから        ・生で音楽が聞きたい。 

・お金がない子どもでも食べられるように    ・勉強のモチベを上げたい 

・若い人がいっぱいくる                    ・県立公園などの自然を活かした活動 

・こどもだけの大きいあそびばが、ほしい    ・鉱山ができたらいいなとおもいます 

・海をきれいに                            ・ただでかえるチーズがほしい 

・学童使えるへやふやす。図書館など        ・○○カフェがほしい 

・道路をもっと広くする。自転車の道も作る 

・万ぱくでいけなかった人も行けるようになるため 

・としょかんにいると時間があっというまでごはんをたべそびれそう 

・自分だけの、タブレットだから、じゆうにつかえる 

・おかあさん、おとおさんと、いっしょにいれなくて、 

つらい思いをしている子どもがいないあかしが、いいな 

・こどもをふやしたら友だちもできるしいっしょにあそべるから 

・こどもがふえたらたのしいし、いろんなことができるから 

・本をさがすのがめんどうだから（（本を）もってないときもかりた本を読みたい） 

 

 

③ ピンクの付箋に書かれた思いについてさらに深掘り（青色付箋に書かれた意見） 

 

・機会を平等に              ・安全にすごしたい 

・夢をかなえられるチャンスがほしい    ・まだ死にたくない 

・一人じゃはずかしいから。        ・友達がほしい！ 

・明石に住む人が幸せであってほしい    ・安全な居場所 

・スクールガードを増やす         ・子ども苦しくなくすごしてほしい 

・子どもが幸せであってほしい       ・若い人はオシャんなのがすきだから 

・もっていないときもかりた本を読みたい 

・きょうりょくできるしみなでたのしくくらす 

・どうろ、じてん車がとおるみちをつくるとじこがおきにくくなるから 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

「みんなが安心・安全で楽しく過ごせる明石」 

 

青色グループで考えた 

「こんな“あかし”になったらいいな」 
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緑色グループ：６名 

  小学２年生…１名、中学２年生…２名、高校２年生…１名、 

大学１年生…１名、29 歳…１名 

 

① 第２回こども・若者会議で出た意見の分類分け（黄色付箋に書かれた意見） 

 

【あそび・たいけん】  

・こどもたちが外でボール遊びできる公園 

・人がふれあえて友だちができるイベントができたらいいな 

   →みんながすきなあそびができたらいいな  

・楽しい、にぎやか  

・スポーツでもっと盛り上がりたい 

 

【行きたい・あつまる場所】  

・エンタメ施設がいっぱいあるまち 

・お店がたくさんある 

・夏にすずめるスペースがおおいまち      ミストかけ 

・ホテルがすくない  

・ホテルがいっぱいでかんこうきゃくがとまれるホテルができたらいい    

・明石全体が盛り上がるイベント!!    

 

【あんしん】 

・こどもたちの元気な声が響くまち  

・だれにでもやさしいまち 

・ニュースでじこがおおい 交通が安全でいられるようにしたい      

・まわりに優しい運転 

・バスなどの充実 

 

【しぜん】 

・池や海を増やして魚がふえてほしい 

・明石にはあまりいない魚がたくさんふえたらいいな      

・魚がたくさんいるまち      

・魚が多くなる明石になってくればいいな→魚がくらしやすい海にしたい  

・きれいな海をまもる  

・生きものがくらしやすいまちになってほしい 

・いかなご    

 

【みりょく】 

・住みたくなるまち    

・便利なまち 

・みんながすごしやすいまち 

・人がすみやすいまちになってほしい 

・明石に住む人がもっとふえたらいいな 

・きぼ 

・自分のやりたい事ができるまち 

・笑顔が絶えないまち    

・わらい声であふれるまち  

・じまんしたくなるまち 

・かんこうでもりあげる 

・祭りがもっと多くなる  
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② 黄色の付箋を書いた理由やその時の気持ち（ピンク色付箋に書かれた意見） 

 

・地域の人たちとつながりが持ちやすくなる ・何かあったとき、協力しやすくなりそう 

・人がたくさん住んでほしい        ・住宅街などで遠回りする場所も多いから 

→にぎやかになる 便利になる      ・明石市がにぎやかになってほしい 

・不快な思いをせずに過ごせたらよりいいな ・明石は、「うみのまち」でも有名だよね～ 

・周りに住む人と良い関係を築いておきたい ・こどもの声が防犯につながることもある 

・魚が明石の池や海に魚が多くなってほしい ・音楽フェスをしてほしい 

・もっと民主主義を反映したい       ・外が暑すぎて家から出たくないから 

・すごしやすいまち 夏でも外に出やすい  ・みんなが楽しめるまち 

・自らの国・市のことは自ら決めるという意識をつけたい 

・バスなど人をはこべる自どう車が多くなってほしい 

・明石の魅力をより発信できる新しい魅力の創造にもなる 

・エンタメ系なら神戸・三宮という流出を軽減する 

・すぐに机がうまってしまって場所がなくなる 

・こどもたちがもっとスポーツに興味持って欲しいなあ… 

・体を動かすことスポーツを好きになってほしいなあ… 

・笑顔が広がると皆、幸せになれるんじゃないかな… 

・放課後、休みの日をより有意義に過ごしてほしい 

・中高生が多人数ではしゃげる屋内しせつがほしいなぁ 

・最近、お店の数が減ってきたから。楽しめない 

・幅広く、興味があることができるようにしたい 

・買い物など不便な地域がある（お店、鉄道、バス） 

・新しいことに果敢にチャレンジできて、新たな世界を拓ける 

・明石市に観光したい人が来づらい→明石市のみりょくを感じてほしいから 

 
 

③ ピンクの付箋に書かれた思いについてさらに深掘り（青色付箋に書かれた意見） 

 

・駅から近い場所に遊べる場所がほしい   ・明石の海が有名になってほしい 

・歩道橋のようなものを道路以外にも欲しい ・楽しめるばしょが少ない 

・明石市に人が来るとにぎやかで便利になる ・人がこまらない町になってほしい 

・それぞれの分野で得意な人の教室などを開く 

・チャレンジしやすい環境の整備をしてほしい！ 

・交通がスムーズなまちになってほしい 

・夏でも外出しやすい（外に出ると暑くて疲れるので） 

・お店や公共交通きかんが少ないと生活しづらい、不便 

・明石市単体で。エンタメじゅよう、若者の欲を満たせるように。 

・現代社会のうすぐらさをその時間だけでも忘れられるように。 

・チャレンジして新しい価値観、世界を知った人が明石からうまれてほしい 

・明石市のよさを知ってもらう→（神戸以外がイメージがないことが多い） 

・明石のうみの特性、他の場所とのちがい、生息する魚、生物の特性変わりようがわかる 

 

 

 

 

 

 
 
   
「若者の声が実現し若者の気持ちが分かる若者が集まるまち」 

 
 

緑色グループで考えた 

「こんな“あかし”になったらいいな」 
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黄色グループ：７名 

  小学３年生…１名、小学４年生…２名、中学２年生…１名、 

中学３年生…１名、高校２年生…２名 

 

① 第２回こども・若者会議で出た意見の分類分け（黄色付箋に書かれた意見） 

 

【あそび・たいけん】  

・ボールが使える大きな公園 

・地域のイベント 

・いろいろなイベントをふやす 

   ・もっとこどもが遊べる場所 

・遊ぶところが多くなったらいいな         

 

【行きたい・あつまる場所】 

・藤江駅の近くの建物 オアシスある 

・いろいろな、年だいが、話せるスペース  

・高校生勉強する場所ない 

・おみせが多くなったらいいな     

・近くにコンビニ 

・ユースペが人気だから席がないトキが… 第２のユースペ！とか！  

 

【あんしん】 

・子育てのしやすいまち  

・小児の夜間救急に対応しているまち 今は少ない  

・ベンチをふやす 公園、日かげ、高齢者 

・大人はベンチで休憩 

・おじいちゃんからちっちゃい子までみんな ちいきの人とももっと仲良く      

・沢山の人が交流できる機会を増やす  

・災害時に連携しやすい        

・よるにみちをあるいても、あかるいところになってほしい！    

・駅からの帰り道危ない    

 

【みりょく】 

・他のばしょからもいろんな人が来てほしい！    

・明石に住んでない人に、あかしのじまんがたくさんできるところ 

・魚の棚とか 

・住んでる人も住んでない人も 

・ずっと明石に住みたい！  

・住みたい人が増えればいいな  

・地元が好き 

・時計とベンチを増やす 駅におくスタンプラリーみたい      
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② 黄色の付箋を書いた理由やその時の気持ち（ピンク色付箋に書かれた意見）  

 

・じゆうにたのしくえがおをつくれるあかし ・道が暗い 

・駅から家に帰る時間がおそいときがある  ・みつけよう！ 

・全々対応がまにあってないから      ・自分の小さいころの経験から 

・街灯が少ない              ・熱中症対策 

・室内にも必要              ・近い方が行きやすい 

・みんなで勉強したほうが集中できるから  ・暑い寒い 行く気にならない 

・むかしやみらいの事が話せるから     ・明石のみりょくを売り出すため 

・みりょくを伝えていこう         ・たのしいことが多い方がいいから 

・もっと遊びたいから           ・こどもは外で遊ぶ方がいい 

・外だと友だちに会える          ・ゴミをすてない（ポイすてしない） 

・観光客を増やして明石をより活性化させる 

・イベントを通してみりょくを知ってもらう 

・安心・安全をたもっていろいろな自由や幸せ・笑顔をみつけよう！ 

・あんしん あんぜんをたもって、いろいろなしあわせやえがおを 

・じゆうにたのしくいろいろなあんしんや えがおをつくれるあかし 

 

 

③ ピンクの付箋に書かれた思いについてさらに深掘り（青色付箋に書かれた意見） 

 

・命を守ることが出来る          ・みんなが好きなときに外出できる 

・“あんぜん”               ・より充実した生活を送れる！ 

・しぜんがたくさんのたのしい町にしたい    ・たのしい！ 

・色々たのしい事が えがおでできる所    ・えがおでくらせる 

・明石に人が移住してくる         ・みりょく 

・えがお                 ・たのしい 

・心配がない               ・あんしん×２ 

・しあわせ                ・いろいろな 

・なかったら加古川に運ばれて救命が間に合わなくなる事が多いから 

・あんしんしてすごしやすいまちにしたい 

・夜遅くても安心して道を歩くことができる 

・みりょくを知ってもらって明石を好きになってもらう 

・みりょくをほかの人につたえてしってもらうことでにぎやかに 

 
 

 

 
 
 

 
 
 
 

「安全・安心をたもっていろいろな自由や 
               幸せ・えがおを、みつけよう！」 

 

 

 

 

黄色グループで考えた 

「こんな“あかし”になったらいいな」 
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⑺ こども・若者会議メンバーが考える「こんな“あかし”になったらいいな」 
 
４つのグループから出された「こんな“あかし”になったらいいな」のテーマをもと 

に、こども・若者会議メンバーで意見を出し合い、共通するひとつのテーマを導き出した。 

 

※以下の写真は、その際に整理された内容 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

こども・若者会議メンバーが考える 

「こんな“あかし”になったらいいな」 

⇓ 
 

「みんなが安全・安心で、 

自分たちの声がそんちょうされ、 

実現できるまち あかし」 
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【会議の風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


